
 
 
 
 
 
 

 

 ９月２６日は、ブラジルで初めてろう者のための学校ができた日とい

うことで、ブラジルでは『聴覚障がい者の日』として定められています。

ノエミア初等学校は、バラナヴァイ市で聴覚障がい者のクラスをもつ唯

一の初等学校です。この日は、耳の聞こえない高校生や他校から先生が

来校し、手話を使って授業を行ってくれました。フェイス 

ペイントやペープサート、風船などを使って手話に親し 

んだり、子どもたちの知っている「３匹の子ぶた」の 

手話による劇をみたりしました。いつもがやがやにぎ

やかな教室も、この日はとても静かで、みんな真剣に

手話を勉強していました。 
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青は、頬をさすっ

てから、鉄砲の形

に構えるよ。 

黄色は、人差し指で顔

の中心を上から下に動

かすよ。 

緑は、握った手の甲を、

反対の手の人差し指と

中指の二本でＶの字を

作ってさするよ。 

 

 

赤は、人差し指で

あごをさわるよ。 

 



   
 
 今週は、３校の私立学校を訪問しました。

それぞれ学校の特徴を生かした教育を進めて 

おり、生徒指導から学習指導まで行き届いた学校ばかりでした。 

【São Vicente de Paulo 私立学校】 

 この学校には、２歳から１４歳までの児童生徒がおり、全校で 

４６０人います。そのうち日系人は４０人くらいいます。午前（７：３０～１２：００）に５年生～

８年生、午後（１３：２０～１７：３５）に２歳～４年生が学習しています。カトリックの学校とい

うこともあり、主要教科のほか、宗教や英語の授業があります。その他に、５年生～８年生（希望者）

を対象に、授業の終わった午後にバスケットボールやハンドボールといったスポーツを行っています。

日本でいう部活動のようなものだと思います。また、留年について話を伺ったところ、ＡＰＯＩＯ教

室（遅進児指導をするクラス）で補習をして、留年しないよう指導しているので、昨年度留年した児

童生徒は、４年生以下は０人、５年生以上は３人しかいなかったそうです。 

今回午前中に訪問したところ、教務担当の先生が私の話にとても興味

をもってくださり、急きょ全校集会を開いて話をすることになりました。

また、英語教師として英語の必要性についても話してほしいと言われ、

ポルトガル語交じりではありましたが、英語でも簡単にスピーチさせて

いただきました。生徒からもポルトガル語だけでなく、英語でも質問を

受け、英語教育に力を入れていることを感じました。ブラジルでは、なか 

なか英語の話せる人に出会えなかったので、生徒と英語で話すことができ、とても有意義な時間でした。 
 
【Paroquial 私立学校】 

 ５６年の歴史をもつ学校パルキアウも、２歳から１４歳までの７３４人の児童生徒がいます。この

学校は、２つの建物に分かれており、私は２歳から１０歳までの児童が学習している、別館を参観さ

せていただきました。午前に１年生～５年生、午後に２歳～３年生が学習しており、宗教や美術、英

語、音楽、チェスなど、芸術科目が充実している学校でした。ＡＰＯＩＯ教室についても、授業とは

別に設けられており、午前中授業がある児童は、午後ＡＰＯＩＯ教室で学習しています。授業形態も

グループから個人指導へとステップを踏んでおり、できるだけ留年しないように指導しているそうで

（昨年度は４人）。 す
 

≪１ヶ月の授業料（教材費含む）一覧≫ 

年齢＆学年 授業料 （Ｒ＄１＝５０円計算） 

３歳まで Ｒ＄３１１（約１５０００円） 

４～５歳 Ｒ＄３３３（約１７０００円） 

１年生～４年生 Ｒ＄３６２（約１８０００円） 

５年生～８年生 Ｒ＄４８８（約２４０００円） 

高校１・２年生 Ｒ＄５６９（約２８０００円） 

高校３年生 Ｒ＄５９０（約３００００円） 

・その他、飲食代、行事に必要なものを購入する際は、

別途費用がかかります。 
・２歳～２年生までは、毎日のおやつをクラスの親が

分担して用意します。（飲み物、ケーキ、ピザなど） 

 

 とてもきれいで、魅力的な学校でしたので、教員

採用の方法について伺ったところ、試験は行わず履

歴書の内容（経験＆実績）と面接で採用しているそ

うです。実際は、パルキアウの卒業生や、パルキア

ウで働く先生の知り合いであれば、採用されやすい

ようでした。 
 

 



 ２歳から１４歳までの児童生徒（２９１人）が通うインテントス私立学校で、

学習発表会のような催しがあるということで、見に行きました。保護者だけで

なく、地域の人や他校（私立学校）の生徒も見学にきており、狭い校舎に人が

あふれていました。 

幼児クラスでは、絵本の内容を表現した作品が展示されていました。１年生

～８年生では、今まで学習したことや紹介したいことを自分たちで選び、各ク 

ラスで発表をしていました。高学年にいくほど発表内容のレベルも高く、体

と健康をテーマにした７年生のクラスでは、血液検査や血圧測定、豚の心臓

を使った血液説明をしており、とても印象的でした。また、母国の文化を紹

介している生徒もおり、調べたことをもとにていねいに説明してくれました。 

 

 

 

 

 

 
 

 ここで、１４年日本に住んでいたという親子に会いました。子どもは、豊橋

のＥＡＳ（ブラジル人学校）に通っていたそうで、日本語も少し話すことがで

きました。今回東北で起きた地震をきっかけに帰国したそうで、とても怖くて

これ以上日本には住めないと思ったそうです。ただ父親は、ブラジルに帰国し

てから子どもがあまり勉強しなくなったことを、とても残念がっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ノエミア初等学校の選択授業で水泳が行われるということで、参観さ

せていただきました。パラナヴァイ市の学校にはプールがないため、市 

営プールまでバスで行きました。そこでは、水泳を指導する先生が

おり、１週間に１度、１時間半水泳のレッスンを受けます。子ども

たちにとって２回目の水泳でしたので、ほとんどの子が全く泳げ

ず、１対１の指導でした。待ち時間が長いため、指導者の数や練習

方法を工夫する必要があると思いました。クラスを半分に分け４５

分ずつのレッスンでしたが、子どもたちは大喜びでした。 

 

【Intentus 私立学校】 

   

 

 

 

 

１日制の学校４校だけが申し込みを

しており、ノエミアは５年生だけが対

象だそうです。  

 

 

 
 

 人数や数の数え方は国によっても違います。では、ブラジルでは

のように書いて数えるのでしょうか？ ど
 

①   →   →   →   →    
 

②   →   →   →   →    
 

③   →   →   →   →    

 

答え：①（参加人数をこのように数えていました。②は日本で、③はアメリカやヨーロッパなどでよくみられます。）


